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人光寺遺麻亮瓶調査態告書

蕉津市大たやから非滞〔みらしιユ生懸が次土ι々 ゛て,(は対藤 長囲
市も葛 (ユだねヽ)期 ら`な生する土怒でヽ こ甍式と蒸さk、 てのロエ孫の
表制 ヾ`火席に釈ているところも`ら、×焔よ手のるでも広く細ら対tて t〕 る。

この上碁である。こЖば魚葬帝酉におι〕てこkまで'発襲瑕弩査きЖた狂味
領 紳近竜蔀におιIて 尾らオtな を`ったばかりごはなく、嘗占票内の有】(

の1章床においてこ次らたな々`ったこので'、 来)t承 丈イ4`本六βaとに♭)
の駒歯下が迭ヤ|て工ci盟んでいたここと爪す准二の費狩 (1あった,こ の

ことが災なと海っく人た寺登床の発滋調査が妥オさ声tたのであった々
】
、

たとたよ同驚床地のオ有脅石111作登代が底ぼん整梅さkる のと教参脈

孫南工瞳氣中学のた史クラク
中の生症によって試扱さガt、 ここ人た寺な杵

の上岳の心左することな
い
翡らかにごガttの 1よ 、rvA″ /4の ことて

｀
あフ

た,つ tIで階癒字Z年 5穏≦らに石|ュ iΛ持“基ば
｀
ん監穂とさk Эlcただク

て、熊諄市ス宵秦員会の手によって期 調査と行ったのて
〕
ゐaな おご

の板告詈で'は″/年並ク
'lC″ z手詢年の董物|てつし,て まとめて(る 寸こ

ととすa
‐
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ノ.渡 ♭爪ぬ 塊 及

墓b帝方鰈 ら`菌堂θ歩撫r己 意って魚好市へ入ると、平胃
'11を

蓬て憲

ず凌るノト全な燕爪ぞ椎患角)ユ 1(かどが力)ごめる,その角川が蕉痒く祇
益の麦永 (かく三,の宍のポ谷に派を盗と、な参遊K、 下や舅た丞と禾

くたぐりなでち丞賞(て 共て町な玖の厄えるところ そこ↑`火光寺師洛てい

んつf

彪夢欄も角111の票劇 ご写実 /,腐目/家照)太讀着参之がなだらなに砕

下し、ま金に茸演を平野に支ι才うとすひノよ双上上にゐる,自欽魚津駅
ガ`ら永均従歩約フ汐入 題嶺 メξ～ク′πで

・
あぅて、角ユユ|に」って造ら

ltた河炭表■であろう′以雲筵在て蕉ユ帝廊℃励盈乏空腋下ιこ銚り、て

の星笠を魃たて策津の猛が後 の腕に望ご瓜る″角111であ療蕩、野方色

セ火谷逃、独疹方働のぬ々は、毛や攻燃 額 、山朱のス来などⅢ寂ろめ

空港貢次は十分毎ら排(た ことごめろつ́

藍床の推盟につとiて陣夜な急こと|まと,1)がたしュ_か /j~り 広↓)箋目を゛考

ためKうゲ_死たのところ約2ν´″ι□方あたイプから蒸象ё州(て
`〕

るに

望金
｀
ない。このそ闊は大蒸赤が水綱で

1、 一気楽対とtキ クた碇点で
｀
みa

歩口の恋振調査患夫先寺虫々と沙′番遮石川作とAの米顧3ガ茄で'、 なお

て沖くに奔稜する大対kttAのス期におι)て表麓来条とおt/_r◆ 々し

庶津市の猛丈式丈イ
`時
代の童蒸F」 冷滋

'ユ

|、 た冥,〉 |、 角IⅢ I濠 ク1早冒川

筑茂に入ら丼tる。このこと庫彼ら感深携Iご依奪 ιていたことを物老る,

大た寺イさた貿〉ユ|と角 )1に露ごkる野方缶地の水瑞にを左するのであうがt

徳ろの兼防の場としてた買|!1逮為えら及なとと なおこの野方色セのうう

てはわ乏童蒸ノ＼茎谷 (々 ろんたん)童床 て夫〔俵之畑 が薙らメ(ており、

こオとらα童床の表方zぅ 3々家ゐたりのる猛子のううにも遺赤の有独で
い

彦とらオtて しⅢり,

(左 騒れ ?3卒買久象中を雇子におι再て上岳たが残範来象さガくていう)
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2,調 査 の経 近

調資は海文におと
'て

」べたこぅに魚報 富委員会が主獄となクて路

池々/卑 輩Z年の2口につたっておこなわK々,才/年では蕉津帝五曲
孫中学旗れ碑クラダ 額 腕筵参幸太齋先生、筑景斎煮え方毛 )のとで

'、

入谷塘蒲荻歯奏員、広口為ユ猟融冷ぇホ手態  (尻遂下小ご夜長 )ゐム

〃口空毎 劇45篇 クB日を |〕 1作ヒ代の水電中 イガオる調査を式みたψ
形剤μ2:午ば3Hzき HZと 目ゐ洵目 魚革帝主敵禿ヤ▼空支ど名
(寂資た参兆生)箋山黒工魚痒毒枚空ワ色 腋 脚杏えな生)窃路ェ玄荷

渡生痕フてのθ.5,7る 後脚ノ＼身後箋た空)ら の手によってИ夕うイど

3ケ オ (手実 /)におt'て み振調査とおこなった,筋空はふ身校影走生

の指導ICよ り、鬱山採為善手参参長湊晨内及ゲ采形壱写参参彙ら、陶冷

たノ憮ま紋長宏種ゑ三益窓生、点滓蕉次脅姿馘太谷済鶏代.河乗員奏な参

次首課長音派代、嵐閉琉指導主多、大村、黒口角亥興があ胸 とた,

Aト レンチ魅怠幸高次長ク
｀
鋳朔二ゑ勝旋、8,Cト レン■患陶部ヤ手の

担当てみ <ztt xと犯とトレンチtた,(薦国 /)

終級は、象土
`紺

土、に決忠黒土慶上♪約z ντ″ιとtld離すると、黒

掲盟X障絶 色上で
1、

この星Jから|ようぼろ上洛洋やる片がえらkる ,
埋咸易古障示さスfう・Cと あ 5沙～むν、き沙

`ぇ
て
Wめ
った,上箕は病種

上のま◆ち た為亀上ご、ここ倉
W当
時の主な生な胞 |ぎんと維定さガtた,虫

上脅ほ▼ケ旨て
'ある。上下三看 らιと,オ bぁ ったがこの選廓IC感暮A的果

危が認めらえな幻っ`た´

ス トレ/チ ♂tづ /家 ,β έトレン歩てrtぎ ,彦 r夕ι ぞ'ローム層に逐ι

たしこЖ鷲煮苗鳩残鋭 糧におtIて Aと う′ε廊に約Z汐 `Zの
物
tあ
り、

基ばんに鱒疏活のな々
｀
らた
=と
を惚おらてく涎た″

定上揺|ご主ととて上番で
｀
あり、ての虫上豊 ,よ経めて豊篤ごあり、え彰

のままで去上とたもの (尊真さ。と)、 棄iC修くの復衆コ亀わ上洛げ宏

ユと、髭丈式丈たの髪盛頬在れなせじめた,る岳須|よた致麟 筈かった
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がヽ こ股は水田堂詠の特徴であろうか,水協計作ごイ掌人亀と傷灯ないた
めに、左意丞くる片が豫tり務ミも`椎捻ぎ

｀
むらな
`1,こ
のために魚津帝瀕の

何寒ゐ産床についてる水田竜泳ぜ体洛拳の宏上ばケ恋t,t tか し濶Mの
,(II Iや用,1水を療tる こと循ぐる鑑の俗てら貰tて t,る のとスる。

丞ばん述Xにしキたって自然箔ひ'モ盗見さkたが人も角駈産ダ乾涎さxな

がった,夕くはた禽るとつ軽てあった。なむてのにの青黙旗留|よ廷童亡れなかった,

A卜 核ンチにおし]て 博」lLゲ恣えこたた

`N図

3 尊実3)と さめに基
ばんをたって2笥の左太らしtⅢ このと奉えιたな

｀
日萩となったので作栄

在中止ιたっとかあこつ各え患 Zど 日の争てモ在層上の為左在予/Q・ とな

がらわみ回のサやスはZど 溜逢Жつて一たld終ることとと/こ のごその各駆

と廟め力`にすることが
｀
Ж米な々`クた,

5´ 遺 物 の 穀 雀

ハ 宮 黙 愛 物
肯泰童留とιて簿特に注目に極Jる 赴のは冬たさガくな方

｀
ったυ(自

念盈↑でなり彩く、授径 sノヽマ ど́乳経の花型や権Ц彩の物が多く、

人ё的蝿置に関ばを持たガtた殉‖、その藩艦年を婉 涎ど#'(/d―を
｀
ったっ

を箕感催 立7に秒之が多く、あてらく角
'1キ

におι)て 茉裳ιたこ

のごゐろ,表 化物の荻たが各地に数な とてt,た ″ガたと狂穴z箆
があえさイt.住透kのるとが｀こ葱杢ガtたが、踏団約iCをの小貌をあ
さら↑iCする茶ゆうのな幻`ったことは盗く戎谷ごゐった,浄たにつ

し、ては後返する,

わ る  岳
たにむ聾べた迦く、水冒滋麻で`は妬墨の虫上慧た救約メ)｀なι〕。そ

雅は≪日対作に豫してる岸|ぶ人亀在傷つける迅,アtのつし,と ころ〃ち、

こ)tをィ怒しⅢり|こ沫去する殉`うであろう″と歿で遮をお再袈 半痛裂
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C、 主 番

永盪旅の養妖は州、え雷ぐ薇も矩踏口なηお虫上した上恩庫非常に

多く、感 式丈にの最邊璃在《ゎせるものボあうた。火上上怒の主

体厳絶え式文牝鷺式マ期Fi中業双変のもあ(ある。え彩に後環し疼

たものボ /♭ 患 (写真 倉だ22)こ れに率ずるものぶ /点あった。
(注 、汚打窟どの箱恋にまって復原可絃立超われるものがなる菰点
ある)太遺球のス虫酷武これま(怠滓市のどの董詠がらも虫上し

ながつた鷺商式上碁く人水 くだぃぎ),と などの京兆糸ャ遁〕ユi乗苫

角 (こ ぶ)痕飛のものが中|も
=な
しくいることに亀験がある。天蒋

山式上懸に類する土なも弦二してυゝろどこの驚へめ之丈興の主体迄

なしたもの子ま半裁竹笞であったから進れは当然わこ4であるバ、て

れにも力|マ わ`らず天沖LLI tt k実ろたニュァンスのよじらえるこ∠は
^

夭神山驚べ 産の鷲瀾簡瘤票電効語るものであろう夕`。 イ

ス下芭vI驚代に属する之推た0た るものがらlla迄逐っくみ叛 し、

よ主主承の紹介空おこのうこと進する。

第一蒼■承 く流妍末からヤ理密亥)
‐写亥 Sア のえス伐Cわ顎汰縫丈片の確上に繊維がノSヽくま/Lて いる

がらヤ新 ,11蒸題祭期 から丞生したものに数するもの(油璃の
‐
も

のである。同じくeの黙糸丈 |ま瀬刻水今弐はマ堀初顕の撚糸文<あ
る。

写真Zど の重幸X賦露案玄夕めD孝笑 (癖孝遼)と共にャ期紡頸
の漁氏 (liんざ

1奎
)六 に顎する。支孝丈とら掌来蓋釈々に湖ちたペ

表狩山k土ては百霰系在菫華災(承りまき、胴杯に5与走のみらた
、るユ承ボある。写真フ争度ここに救うべこでない打`もしたなレ、な .

違筆来の猛///として板pた。写真2と死歯丈量にえ亥Hは剰 山式ε
頬瑕Aた頚である。半隆逸練わ線え4速統脚1栗 して%ね汰のた

=滋
したノⅢ学武竹修の奉(迄籠劇秦ι<充亥〈の式4虫 してレ`る。

です )



写真Z′、2ア 、d′ 庶旭Xの 纏某4六して手魏竹宮にまる平行之
像文と滋して,こ る。

第■籐土春 (天輝山式上慈系)         ｀

太神山式上承虞新海黒長倉ヶ煩と肩惹中敷縫丈天丈イもの畑禁鶏(
手行た線わ苛鯨丈の書やひな土轟であるこ平行落線 |ぐ半数竹密によ

つて画汐`たる。こつ
'な

練つ茎線 |す、はヅつけた幾上、経であっK太

レ)陰庭線となし、この陵進紬 Cてつて予弐オ修Xパ島かれる。なむ、

はヅっ|す た隆る線上童芋裁竹曽で連続摩i天すれ!ゞ代■丈バk糸、査

療の工員で翼英すえばへ型えに感え挺ぶス来る。天粋山式てく瀬着

在λ類逹絞凧望挺とし、後考と狼類擦遡縫jt型支とこたてtiる 。米

紳山わ拡類で敏写兵 3子のe店 下瞬にみられる之文バ万〔型災lζ ,縫つ

た形であつた∠こうゲ鞭 触 型文と騒づけ
・
・

人た寺 |くおける写真32の状、どョ?|に々られる改つ1生 .は ノ
つけた粘上紅つ隆遂線の攻跨ぶ趣めく逢歩し(表る。夭神山て1ま こ

の線は半H///<沼ちかミ左持ってぃた力で、大た寺ては隆遮線の疼亡

うすくつ量み上げ
｀
たまうなだ(じ

.=与
えくぃるsこ のょうな枚巧のと

歩は夭滓山まり時代が下ることと予犯せしめる。

弘顎上るで|ミ Xの 主体は湯ム(ある。写真」〃～ごと力くそれ之示

しくくれる。Йにまる逹綬探1察の彪きされた渦もあり、Gク のG店辺

にみられるまうに剰呉丈沙ない滑もある。しがt/こ の淑の上務で|ぎ

TuT筵びに立徒烈蕉丈ボみられる。

写真むクス下孝沙慮キ菰竹宵之雅丈具とした平行不客逢く半隆込

線災)で ある。天禅囁式だ類に彗る。X類の話△kと壻真G7にみ

られる滑巻丈と比kしく丞るとまくみうょうに簸 には駈 剰突太

ボみら椎ない。そ桑じグ下突たがらZ洛題ほ団は四てある。この同

,CH瓜と目にrmす る。腐しく舞真o7て は汚盗走のくずれたような

丈ぺ効 けられるがこれらあ遊丈の逸ヶ空物拷ろわのてながろう才七

写真 Sア の左、4(傾二上寿である。 この曲線の表 しレヽたれはとイ式驚

癒鬼迄奪 たるs   、   (ど 〉



第二寿土奉ては写真 /ま〔/ど ρ触 へ4又と野輿 /7ρ整逸像
丈のも点の鬼彬復原上経の虫上之みた。

第二蒸 上私

大地守監旅として長も特aあらしめて隕るの,く このグ′♭―プぐめ
‐
る。 この瓢 ボ卿な4るがたのiまな鋳式上番の恣鬼にあった。k雅
在繁戒イ〔瀬盗恣振ポ行なあれたのであるが、急誘式としてはz個の

荻庁のス土とみえに狙ぎながった。しかレ太木 くだぃど),う 式蕉

芝斎式上碁のよ上によつて、大た寺≧床はャ泰縫k式災に時イくの象

塗窺の童球であることパ囀らが lt杢 たた。

aFT再采長園帯馬苗 (ミ だ々
｀
)がらk上 ずるの(窺喬式土あの%才ヽ

ある。し逐部の鶏頭に挟た角聰く火焔のょぅ1くみられるのく火羅土碁

のをでもしらえてぃろぃこの土番のみ奪ド新海渠洋振肇果の果え中

煮瓢 章常賄付並獣てと考えられてぃたのであるパ、逮の目の瞼」【

菰笞曲県下営(立決'て いたことガく唄らη`に杢れた貴菫な資料てある。
写真 /じ の上なは黒孫市のを渡亀旅入 (族うく,と大容病流氏 (魚ユ

市甕育委寮)の 子によつて復スされたものである。/夕どどキ魚滓節

ユ臨コζヤ孝孜圧筵ククブミ診戎払ではこのよなに類するものボ盗く
発 足されながつたが、 /ア ど夕年の基拡ではz個の依常パ愁鬼走れ
た。

埓真 /ダ 、2♭ あ太水
=♭
式は、これまてはと′tどレこ権 県長固

帝曇ぐか牽じくぃると港たられてぃたパ、騒山兵の魚岸市(をなこ
えたとしlう ことはため(責蜜な基えであった。 この2個ゎ上藩は共
にた丈に拡たと遊レ雉の上に殆土紅左度りつけ、更にとの2の 上4

半裁竹畜の奏(々 しく幽練丈在面レ1て いる。写真 /夕 ,ま老千累零婢ヽ
ら虫土してぃる愛権にわКいる然大迭寺の篭えは輩能 <はなけ、であ

ろう。しゲし依裂の゙ 法慰仝く寵一としとってレⅢレI。 写兵 z′ ばキく

リックぐ―聖主怒とIも われてvIる 。

頬鬼鬼たにおぃてス上したこの///式の上患には口啜【ノ1埠粂7勁くあり、

(7)



澱埼煮どの抵な会の寿瀬用に狭とられため着たられている。

懲式上なたっぃく⌒二っkべ <おつ
｀
ねばならぬことボある。そ艇底

黎涯甕滝々
＼らなえられるのは中国人産の需蔀浙江者あたウの薫爾<

あるテな臀埋孝用に用ぃられた逹レ1う ことである。

写真 2/1ま古て式上碁と,ち くはる。京デヒ大木
=b式
とういい得

るであろうべ石)呵系盲府がらス上する上承 |く まり以上上、、な |く亡府

式とした。鬼形酷のアトに子点の電伝訴荻岸力くス上し(レこあパ、近X
Iく またば
｀
何れbx茨口近であることヵャしられろ。習緻郵の半建 線

の曲線庶弱恣の担蓼ノ4したものく、ヤ期の後半進推えさせる。た丈

には綬�カミみられるっu縁郵がタト坂し、団齋ボパ、くらん(承彰パ(
くわ事物

'(》

Ⅲ
く)と ∠るのもと癒式の特欲の一っである。

孝負ノタの鬼彰盈透

“

｀
に〃/～ ″2を獅雲烈t兵災と落ぢ

I′

すた。

第二斉擁逐紘T(4Xの 類形<みろうカミ。はりつけた北上組の上と漁

状の工呉で立紘瓢宍しく災と遊したものであるこ太神山k上色<は

残婆輔訂〔型来の上具パ重がらアチプラ興ヘビ彰ったようくあろとて

して観 遺泳とおえられる承孝帝票ゑ賄(↓まこのR教災ボk土岳の

主保となしている。 この災はや隠新 くくしだしんジ逐物刀狩ゑ4
なすものなかでヤ題細八とレ〕つてしとる。幸電款は絶丈六磨病のマ期

末素てめるがら、Й″ら`買教lt移行するヤ観に豚自711矢″く考左レた

のォ`もしたなv」 のしゲしこの上承は魚諄打内<|ま今のところ太な争

にだけしがよ上していない。てしく人た寺でぼ只微丈″せよ上しくth

癒tr b。

写臭ク2度子体 0無家)つ荻片(あっくこ涎はほぼ後兵耳籠てあ

る。習縁蔀のkは輝目宗1美 と考たられるのでこの顎に入社た。

てπ )



髯鰤齢 (愈節鯨 )

経天上承|よ何れの遺体でも髪も//〈 よ上哺るので
｀
みるぶ寛形

協は&4た と`ないぃしかし大光寺でiよす|ぐ
`し
いえ形孟企 2点

八上してぃる。厚実 /タイd tt ρ一っであみじあとの‐つfま虜さ

2左乳 、ゴ後Zユ 36牲、息 子家,a%の 瞬街///上務である。啄亥

孔!よ水軍口速」こ2揮の条番がみられねっ色つ分)レイカ|(|よ斜餡

のみをなっに,〒状誕天×終余入ばずでに律芥 しkユ 1)で
｀
ある

な 、`X× りヽガ ―ヾ■ュみの郎天の経Xは経 蒸ぐめる。したが

って,擦強天としてし新 らし吟渋財ヾ のも笏もあみ。

写実クニの無ム上丞は小///の攻参しい上承でみみ。口家にタ

種の71鵡箸しな`あるっと沙女乳は恣仲VIこ駕議され鶴 のか毯脈

し珍いようにするたわlξわけぢ漁た薔ので紛 みうかと力えら

れていみじし歓 っヽてこク 1ヽす承には何か鉱蹂これると迫空典褒

とずみむのだ惨えら漁ていた髯、のであるうか。

滓撚比労爾之|とえらゎたるひ織夫上丞なフ点よ上している。

と半のみでめる八
｀
、呑穐全体と欲tの楽線そ乏か、一筵劇脈在と

ってク本瀬 ぬ平行光線の救パ組
｀
距:こたているこ

跡 のぬ球剰こつし`くは乗券「もあるこ造とXめ ,こ とで`は八来るた
｀
げ

点淳簡内の犯 ゆ覧殊め嵐上融と対た して込iべて来た,夭ネ申山炎という

彩充は孝み Cか ける杉人とはいたなけヽな 、`煮痺薫尽としては最初に蒻

姿顎劉ムとお こなっ縫ガなの金魚滓涌本の渡物砥△てヌ3望幽大を鯵彰なと

した方がよいのでなかわうか。人光寺上承の中ザ唸となすもの鮫箋彦く

人本がうの米地彩て 、垣川照占病入上る、であっくえ形に家派▲末に上

霜もこ漁乞飛
=で
ぁった。顆「gの Xll英天患支左のところ患滓南本では

.     ‐       (夕 )

めま



大地寺の他、何処がらも然上していないジ率泰打阿沐山 (う ちヾ ま♪ '

p触上孟つ狛 C宙形夫のとの令める。芳 ιむ面董燃の盪勿と対比する

こ迫ぶ`嵐末れィφ竹ひ終るところがあるであろっ。     _
重縫八型天 窮総録乏八埜x、 露滋k、 北刻、確墓線ズなと預れむ入

絆漁擢峠逐孤湛 込ユずるとのであ漆飛tだ力`らとぃって天滓山ぐ人
え考迫薦遡性之糖たてること鷲考えだのてある。もしる鳥,11に蕉蒻預

療と猪ったので`愈力`ろうがと矩塚とれる旱凛上力と打二か照之粧乙驚

ってもよお`りとうなのに_参はてれた握わるたにК蒻益薙たなヽなされ

ていないし    '

ガ 批 (住 を 姓 )

ハト〉シチの基Iな花ホ2ゴ ーム衣上がぢ炒雛数ヽ処鬼さえた.長れ 、

//殊Ж、短径テ沙νtaく餓箱閑7//で1_2ク権ζの自然箔 く五としてた
歳老 )で 爾ヽま無 ャば深り脚.め 、上瞳吹米に遊けくぃた (穿頸ョ)け
灰 オνtt b//く 、独盪なか`参褥わ牛ら♭きぷわと涎わられ應こ〃の周エ
灰夕`クと顔うていたゑ馳 の糸とがしよ上Ψにも家た″灰テぶ|″ くみら

れたじVつたこ口てヽあろらが振を擦竜っ粛ガの函ぶ
｀
ク々 狂いていにぃ基

造ん`の木とな膨 ひためられ たの≧りから上怒のノ荻芹 ね介i密麺
(写真ク)葱どだ武上した。柔にνのサLガ /ラ 戌″ヵ蒼に注太 (釆こ

査娩 環劣 涜チ進負哲≧彦

`盈

子吾衰えを44蟹乙t窒斎冷覆亮    争
み都谷などもぁっく老糸メ上の遊スの宏末なかっtこと|ま宏えてヽあっ     ぃ
た。 しがし この2檀の感 に表ってて准ぶ｀たそ姓二てヽあったことが准
えこれた,(甜盟エク惨《 )

(/沙 )



絡亀

これまで加【ふれてこの透コ瞼為頂につぃて数べて未たので欣めく

いうぺむ待そとてなぃのであるだ、小ケしつけ/Jlaえてかとない。

支在の凌燃沙と慮海井まで療歩むほg2′分るめるはまた透然的`あ

な遊だ零にとかように見えあ。このようる冤浜からずわと入光時では

盗でヽハ栄房ぶ
｀
想定亡4ね飛、猛Xにな演わ孝左危た7pA‐わとなば豫らな

いu照滓粛のだ及為よ痰紺た衣未Cノ索わ測定の律釆1ま撃て元 0年と

たたとれる。即ち入光寺穴イ4時代逮亥在の浮賦隆屯であったのである,

こたがって依うの漁場は廷らく島カキであひ及なうレ馬川むここ欺年で

チt`ヽぶん表劫盈しにと非常IC、釆ぬメ|て あヽった。こめブ4で ゎヽ蕉汀てヽイよたと

え細漁|こ しても人とし`ね後衰浮&空腿重進したのでヽはななるうか ,

たの文″発顔では石姥が一なム上しそ♂けで、々 募之表ゲ|する石銀

が発えdれくいないだ、ス mでガ塗進から考え'(角抄瞭 な`どつた雉4

芳えられない。

ぺ盪無患海放` /`～ z∂触とly kわ 小商い土院上に存/tす るのるぁる

が瘍麟 滋帝でぁ っててしでb尼 患ムし本し`ヽいということはや期逢

妹ρ粂群にかなってtヽるというべと`であみ、くパてイ島笠匙糖へと氏お久

彩魏本な畜れるのであるな` 老たイζ領処で`あったろうヵ
＼し存井ゑ駕ノ＼うと

谷 (ぐ るた往ん)だ瑕炊なと`な後斑財盪鰊 aの で`わるが 、こ来らと入

兆寺とごたな関迫と為つのであつがは朗らなにし宏`たいっまた煮滓薦

萬の催の渡泳との関≧速 左見ムしかれる鳥異の凌舅之才希っF―波熱とし

て銘 冤【群えが速ゎられかな
｀
ひらかで
｀
あるうじクくとも今まで`考ぬ

孝祭でヽなたられていなかっ俺末兆策ズ牲之折痴じくいにというだlTて
｀

す盆要な逐鎌で渤ゐstの大地の准人が却何にしてな迷無にか、奄心

に蹴サイ1逝更 1屯、このような入地寺共天倦が施にもみられ海いてヽあみう

かなと町えされ総↑aら な tヽ 9

永FH装斡くのた滋は系群作老には非竜に逆然とかけることになわ。 こ
の点必工和 li民の拗本にた驚ρ為と衣しにい?

(//)



象綾it、 発瓶影等立がキ抑 整盟に席華潮雪をみえ<ボ さ?た踏爾
上滅歯渡水路先生く、民考歯孝難 罐 本

tス醸寿ユ添え注 t太谷

煎な資雰漿、鮮 継猿荘菜ケラ外lつ挽力に「必黙流ずるK来でめ猾,′ こ

とに為挙しておかねI除捻られあ慧てR滓薫イ題都V誓放圧艶7アア`の

灌躍で|あ々Ⅲ療電熊養た4の 渉!とにかⅢてぺ浦水雰猿、白1本纂象と空

中じ4峰 fi発撫(・ 童物診―報 縁蒸に継めて1旅瑠∈揃すoみ系4■
静ヽた。この璃箱細色尊じて笠―ラ7タ ンドと文墳しその|てラ,そ

―ヽt絶.

な療らの修湾〔対す!る菫ぶっ表彰といわべ→でつわ,| |
なおこか渤 患魚孝畝 育之ンダニ＼面撚窄学猿〔か!Ⅲ て抵修iれ

あじ               ′                       ●   ‐

距 痢
―
玄 2算
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